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 持続的な生薬原料の生産には安定多収および高品質などにつながる技術革新が重要であ

る．近年，中国では物価上昇に伴う生薬価格の高騰や生薬需要の増加に伴う野生植物資源の

枯渇などが懸念されている．熱帯地域は植物種の多様性が高く，植物資源を確保する上で極

めて重要な地域である．しかし熱帯地域の生薬栽培化に伴う，種の選抜および栽培技術の確

立における研究報告は未だ少ない．本研究は，台湾原産キクカ（Chrysanthemum Flower）お

よびサイコ（Bupleurum kaoi Liu.）を供試し，熱帯地域での栽培化において最適な種の選抜，

施肥管理方法の確立および環境ストレス応答について調査した． 

 まず台湾原産キクカを自生地より採取し，台湾南部で栽培を行い，生育，乾物生産特性お

よび頭花のフラボノイド含量の観点より，最適種の選抜を行った．野菊は各パラメータにお

いて優れ，主要成分である Luteolin含量も有意に高い値となった．また加工作業の重要工程

である乾燥製法は，頭花のフラボノイド含量の観点から各種 50℃が最適であることが示唆さ

れた． 

 栽培化において施肥管理の確立が必要であり，特に窒素は重要な元素である．熱帯地域の

土壌は比較的肥沃度の乏しいものが多い．野菊の栽培化を行うために，土壌へは 10 mM の

窒素濃度で施肥を行うことが最適であると示唆された．これは根を生薬原料とするサイコの

栽培においても同様で，10 mMの窒素濃度で生育，乾物生産および根の成分含量は高まった．

また十分な土壌施肥に加え，8 mM濃度の窒素葉面散布は開花数の増加および頭花の二次代

謝物生成の促進効果を示した．熱帯地域では湛水被害が深刻であり，溶存酸素量が 5.0 mg L-1

以下で，野菊の生育，光合成および乾物生産特性に負の影響を及ぼすことが示唆された． 

 以上より，本研究では台湾の生薬栽培における種の選抜，施肥管理および環境ストレス応

答を明らかにした．これまで主に野生種採取および温帯地域で栽培されていた生薬を台湾南

部で栽培化し，今後他の熱帯地域における生薬栽培に貢献する情報を提供できる可能性があ

る．また高品質で付加価値の高い生薬は，熱帯地域の発展途上国における第一次産業の活性

化および農家の貧困率の低下の鍵になるかもしれない．本研究は熱帯地域の生薬栽培の基盤

となり，応用研究における根源的な問いに助力できると考えられる．さらに，今後環境スト

レス後の回復に向けた施肥管理やストレス耐性を持つ種の選抜も視野に入れ研究を行って

いきたいと考える． 

 


